
1. 

は
じ
め
に

　

首
都
圏
３
環
状
道
路（
３
環
状
）は
、東

京
都
心
を
囲
む
首
都
高
速
中
央
環
状
線

（
中
央
環
状
線
）、
東
京
外
か
く
環
状
道
路

（
外
環
道
）、首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
圏
央
道
）の
３
路
線
の
環
状
道
路
で
構

成
さ
れ
ま
す（
図

－

1
）。

　

首
都
圏
の
道
路
交
通
の
骨
格
と
し
て
、

東
名
高
速
、中
央
道
、関
越
道
、東
北
道
な

ど
放
射
方
向
の
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
る

一
方
、環
状
方
向
の
高
速
道
路
の
整
備
が
そ

の
後
と
な
っ
た
結
果
、都
心
に
用
の
な
い
ク

ル
マ
が
都
心
環
状
線
に
集
中
し
、
慢
性
的

な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

３
環
状
は
、こ
の
よ
う
な
首
都
圏
の
交
通

状
況
を
大
き
く
改
善
す
る
道
路
と
し
て
計

画
さ
れ
、長
い
年
月
を
要
し
て
整
備
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、平
成
25
年
4
月
末

現
在
で
、全
体
の
約
６
割
が
開
通
し
、よ
う

や
く
そ
の
概
成
が
見
え
、
整
備
効
果
が
順

次
、発
現
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
中
央
環
状
線

　

中
央
環
状
線
は
、
都
心
か
ら
半
径
約
8

㎞
の
３
環
状
の
一
番
内
側
に
位
置
す
る
延

長
約
47
㎞
の
環
状
道
路
で
、
新
宿
、
渋
谷
、

池
袋
な
ど
の
副
都
心
エ
リ
ア
を
環
状
に
連

絡
し
、都
心
の
機
能
強
化
を
図
り
、首
都
高

速
都
心
環
状
線
の
慢
性
的
な
渋
滞
を
緩
和

す
る
と
と
も
に
、周
辺
の
一
般
道
か
ら
の
交

通
転
換
な
ど
に
よ
り
、
都
市
交
通
の
円
滑

化
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
約
37
㎞
が
開
通
し
、平
成
26

年
度
に
は
、
首
都
高
速
湾
岸
線
に
接
続
す

る
大
井
J
C
T
か
ら
大
橋
J
C
T
ま
で

の
約
9
㎞
が
開
通
す
る
予
定
で
あ
り
、こ
れ

に
よ
り
中
央
環
状
線
は
全
線
開
通
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

②
外
環
道

　

外
環
道
は
、
都
心
か
ら
半
径
約
15
㎞
の

中
央
環
状
と
圏
央
道
の
間
に
位
置
す
る
延

長
約
85
㎞
の
環
状
道
路
で
、都
心
か
ら
の
放

射
道
路
を
相
互
に
連
絡
し
、
都
心
方
向
に

集
中
す
る
交
通
を
分
散
す
る
と
と
も
に
都

心
の
通
過
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ
、都
心
の

渋
滞
緩
和
や
環
境
改
善
を
図
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
約
34
㎞
が
開
通
し
、
現
在
、

三
郷
南
I
C
か
ら
高
谷
J
C
T
（
仮
称
）

ま
で
の
約
15
㎞
の
開
通
を
目
指
し
工
事
推

進
中
で
す
。
ま
た
、東
名
J
C
T
（
仮
称
）

か
ら
大
泉
J
C
T
ま
で
の
約
16
㎞
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
約
40
年
に
わ
た
っ
て
計
画
が

実
質
的
に
凍
結
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、平
成

19
年
度
に
高
架
構
造
か
ら
大
深
度
地
下
構

造
へ
都
市
計
画
が
変
更
さ
れ
、
平
成
21
年

度
に
事
業
化
し
、
平
成
24
年
度
に
は
現
地

着
工
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

③
圏
央
道

　

圏
央
道
は
、
都
心
か
ら
半
径
約
40
～
60

㎞
の
３
環
状
の
一
番
外
側
に
位
置
す
る
延

長
約
3
0
0
㎞
の
環
状
道
路
で
、横
浜
、厚

木
、八
王
子
、川
越
、つ
く
ば
、成
田
、木
更

津
な
ど
の
都
市
を
連
絡
し
、
放
射
状
に
延

び
る
各
高
速
道
路
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
首
都
圏
の
広
域
的

な
幹
線
道
路
網
を
形
成
し
、首
都
圏
全
体

の
道
路
交
通
の
円
滑
化
、
沿
線
の
物
流
拠

点
な
ど
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
性
化
を

図
る
ほ
か
、
都
心
に
集
中
す
る
業
務
機
能

の
分
散
化
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
全
体
の
約
６
割
に
あ
た
る

約
1
8
0
㎞
が
開
通
し
て
お
り
、
今
年
６

月
に
は
東
名
高
速
～
中
央
道
・
関
越
道
ま

で
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
図
ら
れ
、更

に
は
平
成
27
年
度
頃
ま
で
に
は
、
東
北
道
、

常
磐
道
な
ど
の
主
要
な
高
速
道
路
間
が
接

続
さ
れ
る
予
定
で
す
。

2. 

３
環
状
の
整
備
効
果
事
例

①
中
央
環
状
線（
大
橋
J
C
T
～
西
新
宿

J
C
T
）
開
通
に
よ
る
都
心
環
状
線
の
渋

滞
緩
和

　

平
成
22
年
3
月
の
中
央
環
状
線
大
橋

J
C
T
か
ら
西
新
宿
J
C
T
ま
で
の
開
通

に
よ
り
、
都
心
環
状
線
三
宅
坂
J
C
T
か

ら
代
官
町
I
C
ま
で
の
交
通
量
が
、開
通
前

（
平
成
20
年
4
～
6
月
）と
開
通
後（
平
成

22
年
4
～
6
月
）で
は
約
２
割
減
少
し
、ま

た
、都
心
環
状
線
全
体
の
渋
滞
長
は
約
３
割

（
渋
滞
長
：
3.

8
㎞
→
2.

8
㎞
）
減
少
し

ま
し
た
。

②
圏
央
道（
八
王
子
J
C
T
～
あ
き
る
野

I
C
）開
通
に
よ
る
中
央
道
・
関
越
道
の
連

続
利
用

　

平
成
19
年
6
月
の
中
央
道
と
接
続
す
る

八
王
子
J
C
T
か
ら
あ
き
る
野
I
C
ま

で
の
開
通
に
よ
り
、既
に
開
通
済
み
の
区
間

と
合
わ
せ
、中
央
道
、関
越
道
が
圏
央
道
に

よ
り
連
結
さ
れ
ま
し
た
。
圏
央
道
八
王
子

J
C
T
～
八
王
子
西
I
C
の
断
面
平
均

交
通
量（
約
2
1
7
0
0
台
／
日
）の
う
ち
、

圏
央
道
の
区
間
を
介
し
て
中
央
道
と
関

越
道
を
連
続
し
て
利
用
す
る
交
通
量（
約

9
2
0
0
台
／
日
）が
約
４
割
を
占
め
て

お
り
、
複
数
の
放
射
方
向
の
高
速
道
路
を

連
絡
す
る
環
状
道
路
と
し
て
の
利
用
が
な

さ
れ
て
い
ま
す（
図

－

2
）。

③
圏
央
道
千
葉
区
間（
東
金
J
C
T
～
木

更
津
東
I
C
）開
通
に
よ
る
効
果

　

平
成
25
年
4
月
に
開
通
し
た
千
葉
区
間

に
お
い
て
は
、バ
ス
ル
ー
ト
が
圏
央
道
利
用

に
変
更
さ
れ
る
な
ど
所
要
時
間
が
短
縮
し

（
図

－

3
）、利
用
者
を
は
じ
め
、バ
ス
事
業

者
等
か
ら
喜
び
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
、房
総

地
域
の
各
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
大

幅
に
向
上
し
、観
光
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
九
十
九
里
地
域
で
は
前
年
度
夏
季
観
光

期
間
と
比
較
し
約
16
％
増
）

 

３.

今
後
期
待
さ
れ
る
整
備
効
果

①
更
な
る
東
京
都
心
の
交
通
混
雑
の
緩
和

東
京
都
心（
千
代
田
区
、中
央
区
、港
区
）の

平
均
旅
行
速
度
は
全
国
平
均
の
半
分
以
下
、

時
速
16
㎞（
平
成
21
年
度
）と
な
っ
て
い
ま

す
。
３
環
状
が
完
成
し
ま
す
と
、
通
過
交

通
の
都
心
部
へ
の
流
入
の
抑
制
、郊
外
か
ら

都
心
部
へ
の
交
通
の
分
散
導
入
な
ど
の
機図 —3　千葉圏中央道開通後の高速バス路線状況

首都圏３環状道路の整備効果と
開通を迎える圏央道（相模原愛川ＩＣ～高尾山ＩＣ）
のＰＣ技術

図 —2　中央道〜関越道間の交通流動

出典：ＮＥＸＣＯデータ
※ 平 成１９年７月〜平 成
２１年６月の平均日交通量

八王子ＪＣＴ〜
八王子西ＩＣ間の
断面平均交通量　
約21,700台/日

（うち中央道〜関越
道間の連続利用
台数は、約9,200台
/日（約４割））

・参考データ
坂戸IC、川島ICから中央
道間の連続利用台数は、約
1,200台/日

（H20.3.29 〜H21.6.30
の平均日交通量）

明日を築くプロジェクトの風景

国土交通省 関東地方整備局
道路部長

後藤 貞二

♯003

＊ ※１の区間の開通時期については土地収用法
　に基づく手続きによる用地取得等が速やかに
　完了する場合
＊ 開通目標は2014年4月25日時点です

図 —１　首都圏3環状道路の開通目標
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能
が
発
揮
さ
れ
、
更
な
る
東
京
都
心
の
交

通
混
雑
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
、ま
た
、混
雑

緩
和
に
よ
る
車
両
の
走
行
速
度
の
向
上
に

よ
り
、沿
道
大
気
な
ど
の
環
境
面
に
お
い
て

も
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化

　

３
環
状
は
、国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
の

京
浜
港
や
成
田
国
際
空
港
、
東
京
国
際
空

港
な
ど
の
物
流
拠
点
と
首
都
圏
一
円
を
結

び
、輸
送
時
間
の
短
縮
、定
時
性
の
確
保
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
完
成
す
る
と
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
企
業
は
、安
定
し
た
生
産
・
輸
送
工

程
が
確
保
す
る
こ
と
が
実
現
可
能
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国
の
国
際
競

争
力
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

工
場
な
ど
の
立
地
が
進
ん
で
い
る
国
道
16

号
の
八
王
子
方
面
か
ら
横
浜
港
へ
の
輸
送

ル
ー
ト
の
場
合（
図

－

4
）、現
状
の
輸
送
時

間
の
約
６
割
が
渋
滞
に
起
因
す
る
損
失

時
間
で
す
。
国
道
16
号
経
由
ル
ー
ト
の
混

雑
時
に
は
最
大
で
約
１
時
間（
試
算
値
）の

到
着
遅
れ
が
発
生
す
る
な
ど
、
到
着
時
間

が
読
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
圏

央
道
の
完
成
後
は
、輸
送
時
間
が
短
縮（
約

1
2
4
分
→
約
53
分
）さ
れ
る
な
ど
、定
時

性
の
確
保
、
効
率
的
な
輸
送
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

③
災
害
時
等
の
迂
回
機
能（
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
）の
確
保

　

今
後
の
３
環
状
整
備
に
よ
り
、
周
辺
部

か
ら
都
心
へ
至
る
経
路
な
ど
の
パ
タ
ー
ン

が
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
す
。
例
え
ば
、
東

名
高
速
か
ら
東
京
都
心
へ
向
か
う
ル
ー
ト

は
、現
在
、首
都
高
を
経
由
す
る
５
ル
ー
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、３
環
状
が
完
成
す
れ

ば
、1
4
7
0
ル
ー
ト
に
な
る
と
試
算
さ

れ
ま
す（
図

－

5
）。

　

こ
れ
に
よ

り
、
大
規
模

災
害
時
の
救

助
救
援
や
緊

急
物
資
輸
送

を
支
え
る
と

と
も
に
、
災
害
、

事
故
等
で
一

部
経
路
が
通

行
止
め
と
な
っ

て
も
別
の
経

路
を
利
用
し

て
、
目
的
地
へ

到
達
す
る
こ

と
が
可
能
と

な
る
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
震
災
時
に
お
い
て
、防
災
拠
点

な
ど
を
結
び
、リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
確
保
す

る
道
路
と
し
て
３
環
状
は
、人
員
・
物
資
輸

送
、
災
害
派
遣
医
療
な
ど
の
各
種
活
動
を

支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。

④
圏
央
道
沿
線
に
進
む
企
業
立
地
︑地
域

活
性
化
へ
の
支
援

　

３
環
状
の
う
ち
、
特
に
圏
央
道
沿
線
に

お
い
て
は
、新
た
な
土
地
利
用
の
可
能
性
の

高
い
地
域
へ
の
工
業
団
地
等
の
立
地
が
促

進
さ
れ
、
開
通
を
見
込
ん
で
の
工
場
進
出

が
進
ん
で
い
ま
す（
図

－

6
）。
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
等
に
お
い
て
地
元
自
治
体

等
に
よ
る
圏
央
道
開
通
を
見

据
え
た
基
盤
整
備
も
進
め
ら

れ
、
平
成
７
年
度
の
圏
央
道

初
の
区
間
開
通
後
、
圏
央
道

沿
線
に
お
け
る
新
規
工
場
の

立
地
面
積
の
伸
び
は
、全
国
平
均
の
約
３
倍

（
平
成
24
年
度
）と
な
っ
て
お
り（
図

－

7
）、

今
後
の
開
通
に
よ
る
更
な
る
企
業
立
地
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

4.

開
通
を
迎
え
る
圏
央
道（
相

模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
～
高
尾
山
Ｉ
Ｃ
）の
概
要

　

平
成
26
年
６
月
の
開
通
予
定
に
向
け
て
、

圏
央
道 

相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
～
高
尾
山
Ｉ

Ｃ
間
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
該
箇

所
は
東
京
都
八
王
子
市
と
神
奈
川
県
相
模

原
市
、愛
川
町
に
ま
た
が
る
、お
よ
そ
１
４
．

8
㎞
の
区
間
で
す
。
地
形
的
な
特
徴
と
し

て
は
都
県
境
の
山
間
部
と
相
模
川
右
岸
沿

い
の
丘
陵
部
を
南
北
に
貫
く
よ
う
に
位
置

し
て
お
り
、ト
ン
ネ
ル
構
造
が
多
く
、延
長

2
0
0
0
ｍ
を
超
え
る
ト
ン
ネ
ル
が
３
箇

所
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
地
形
条
件
の
中
、相
模
川
水

系
の
串
川
に
隣
接
す
る
急
峻
な
台
地
の
上

に
相
模
原
Ｉ
Ｃ（
図

－

8
）が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
線
の
路
面
高
さ
が
30
ｍ
～
60

ｍ
程
度
と
な
る
た
め
、
相
模
原
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
橋
梁
は
施
工
性
・
経
済
性
か
ら
Ｐ
Ｃ
張

り
出
し
架
設
工
法
が
数
多
く
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、ラ
ン
プ
橋
の
下
部
工
で
は
、急
峻

な
斜
面
上
に
施
工
す
る
た
め
、
竹
割
り
型

構
造
物
掘
削
工
法
を
一
部
で
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

当
該
区
間
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
東
名

高
速
と
中
央
道
、
関
越
道
が
結
ば
れ
圏
央

道
の
更
な
る
整
備
効
果
発
現
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

5.

相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
～
高
尾

山
Ｉ
Ｃ
区
間
で
の
Ｐ
Ｃ
橋
の

施
工
事
例
に
つ
い
て

　

当
該
区
間
に
は
特
殊
な
形
状
の
Ｐ
Ｃ
橋

梁
が
あ
り
、幾
つ
か
工
夫
を
行
っ
た
施
工
事

例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

相
模
原
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
串
川
橋
は
本

線
部
分
が
上
下
線
一
体
の
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
相
模
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
本
線
に

合
流
す
る
Ｃ
ラ
ン
プ
橋
と
接
続
す
る
特
殊

な
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た

め
、P
２
橋
脚
上

で
３
主
箱
桁
か
ら

２
主
箱
桁
＋
単

箱
桁
へ
分
岐
す
る

構
造
と
な
っ
て
お

り
、
本
線
と
Ｃ
ラ

ン
プ
が
一
体
構
造

と
な
る
部
分
で
は
、

幅
員
が
31
．5
ｍ

か
ら
27
．5
ｍ
へ

変
形
す
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
串
川
橋
の

上
空
で
Ａ
ラ
ン
プ

橋
と
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
と
交
差
し
て
お
り
、３
層

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す（
図

－

9
）。

　

幅
員
変
化
を
伴
う
３
主
箱
桁
構
造
の
区

間
で
は
、
片
持
ち
張
出
施
工
を
可
能
に
す

る
た
め
、
幅
員
方
向
に
ス
ラ
イ
ド
可
能
な

拡
幅
対
応
型
移
動
作
業
車
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
接
合
部
に
あ
た
る
Ｐ
２
橋

脚
は
３
つ
の
箱
桁
を
支
え
る
た
め
、橋
脚
断

面
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
温
度
応
力
に
よ

る
ひ
び
割
れ
防
止
を
目
的
に
、施
工
者
の
提

案
に
よ
り
橋
脚
内
に
送
風
機
で
空
気
を
循

環
さ
せ
る
エ
ア
ー
パ
イ
プ
ク
ー
リ
ン
グ
を
採

用
し
品
質
確
保
に
努
め
て
い
ま
す（
図

－

10
、

写
真

－

1
、図

－

11
）。

　

串
川
橋
と
Ａ
ラ
ン
プ
橋
、
Ｂ
ラ
ン
プ
橋

が
交
差
す
る
３
層
構
造
部
分
で
は
、
Ａ
ラ

ン
プ
橋
の
桁
高
を
４
ｍ
か
ら
２
ｍ
に
、
Ｂ

ラ
ン
プ
橋
の
桁
高
を
７
ｍ
か
ら
３
ｍ
に
変

化
さ
せ
る
こ
と
で
建
築
限
界
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
工
程
調
整
に
よ
り
、
最
下
段
に

位
置
す
る
串
川
橋
が
最
後
の
施
工
と
な
っ

た
た
め
、先
に
完
成
し
た
Ａ
ラ
ン
プ
橋
、Ｂ

ラ
ン
プ
橋
に
干
渉
し
な
い
よ
う
、
施
工
者

の
提
案
に
よ
り
、
狭
小
な
空
間
に
対
応
で

き
る
特
殊
移
動
作
業
車
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、支
間
長
の
違
う
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
張
出
施
工
に
は
、一
部
仮
支
柱
を

設
け
て
施
工
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を

行
っ
て
い
ま
す（
写
真

－

2
）。

　

圏
央
道 

相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
～
高
尾
山

Ｉ
Ｃ
間
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
と
連
携

し
つ
つ
、
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
本
年
６
月
の
開
通
目
標
に
向

け
て
工
事
が
安
全
に
滞
り
な
く
進
む
よ
う
、

施
工
者
と
一
体
と
な
っ
て
工
事
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

図 —8　相模原愛川IC完成予想模型

図 —9　串川橋、Cランプ平面図

写真—1　柱頭部

写真—2　特殊移動作業車を用いた3層構
造部の施工、アンバランスな張出施工に仮
支柱を採用

図 —10　串川橋、Cランプ　断面図

図 —7　圏央道の開通と新規工場立地面積（累積）の推移

出典：「工場立地動向調査」（経済産業省）より作成
※平成６年を1.0とした場合の新規工場立地面積（累積の推移）

図 —5　東名高速から東京都心へ向かうルート数（試算）

図 —4　輸送ルート（中央道・八王子JCT〜横浜港）

図 —11　エアーパイプクーリング概念図
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1. 

は
じ
め
に

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）は
、ク
リ
ー
ン

で
熱
効
率
が
高
く
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、都
市
ガ
ス
用
、発
電
用
と
し

て
の
需
要
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
ガ
ス
は
、
総
延
長
約
6
万
6
0
0

㎞
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
近
畿

2
府
4
県
、
約
7
1
2
万
戸
の
お
客
さ
ま

に
安
心
な
都
市
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

昭
和
50
年
よ
り
供
給
ガ
ス
の
天
然
ガ
ス
へ

の
転
換
を
進
め
、平
成
2
年
す
べ
て
の
転
換

を
完
了
、こ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ

レ
ー
シ
ア
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
、
海
外
か

ら
導
入
し
て
お
り
、泉
北
製
造
所
第
一
工
場
、

同
第
二
工
場
、姫
路
製
造
所
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
約
マ
イ
ナ
ス
1
6
0
℃
の
極

低
温
に
冷
却
し
て
液
化
さ
れ
た
メ
タ
ン
を

主
成
分
と
す
る
可
燃
性
の
液
化
ガ
ス
で
、Ｌ

Ｎ
Ｇ
を
安
定
し
て
利
用
す
る
た
め
、そ
の
貯

蔵
施
設
に
は
高
い
安
全
性
と
信
頼
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
土
地
の
有
効

活
用
、そ
し
て
経
済
性
か
ら
、プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ

貯
槽
が
地
上
式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の
形
式
と
し

て
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の
概
要
、

ま
た
現
在
、
泉
北
製
造
所
第
一
工
場
に
建

設
中
の
世
界
最
大
級
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽

で
行
わ
れ
た
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
に
よ

る
急
速
化
施
工
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

2.

Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の
概
要

　

Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
は
、
従
来
の
金
属
二

重
殻
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
と
Ｐ
Ｃ
製
の
防
液
堤
を

一
体
化
し
た
構
造
で
す（
図

－

1
）。
万
一
、

内
槽
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
漏
洩
し
た
場
合
に
も

流
出
範
囲
が
局
限
化
さ
れ
保
安
レ
ベ
ル
が

高
い
こ
と
、防
液
堤
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
と
な

り
敷
地
の
利
用
効
率
が
高
い
こ
と
、
タ
ン

ク
と
防
液
堤
の
基
礎
が
共
有
で
き
外
槽
も

ラ
イ
ナ
構
造
に
な
る
こ
と
な
ど
、
合
理
的

な
構
造
で
す
。

　

内
槽
は
低
温
圧
力
容
器
用
ニ
ッ
ケ
ル
鋼

を
用
い
た
密
閉
自
立
構
造
で
内
槽
と
外
槽

の
間
に
は
1.
1
m
の
保
冷
空
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
外
槽
は
普
通
鋼
を
用
い

た
密
閉
構
造
で
保
冷
空
間
を
乾
燥
状
態

に
保
つ
た
め
に
封
入
す
る
窒
素
ガ
ス
を
保

持
す
る
と
と
も
に
、
外
部
か
ら
の
水
分
の

侵
入
を
防
止
し
ま
す
。
防
液
堤
に
接
し
て

設
け
る
外
側
側
部
は
ラ
イ
ナ
構
造
と
な
り
、

埋
め
込
み
ア
ン
カ
ー
に
よ
り
防
液
堤
に
固

定
さ
れ
ま
す
。
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
の
防
液
堤
は
、万
一
、内
槽
か

ら
内
容
液
の
漏
洩
が
生
じ
た
場
合
に
、
貯

蔵
量
全
量
を
確
実
に
貯
留
し
て
外
部
へ
の

流
出
を
防
止
す
る
と
い
う
防
災
上
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
の
基
礎
版
は
、
タ
ン
ク
を
安

全
に
支
持
す
る
と
と
も
に
、
漏
え
い
時
に

は
L
N
G
を
貯
液
し
て
防
液
堤
下
部
地

盤
か
ら
堤
外
へ
の
浸
透
を
防
止
す
る
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
な
お
、
基
礎
版
内
に
は

ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、L
N
G
の
冷
熱

に
よ
る
下
部
地
盤
の
凍
結
を
防
止
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
は
、
そ
の
高
い
安
全

性
、
土
地
の
有
効
活
用
性
、
経
済
性
が
認

め
ら
れ
、
国
内
で
33
基
の
タ
ン
ク
が
建
設

（
建
設
中
含
む
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
で
2
0
1
0
年
以
降
に
建
設
さ
れ

た
貯
蔵
容
量
1
万
㎥
以
上
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯

槽
の
う
ち
約
9
割
が
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
6
割
が
容

量
18
万
㎥
以
上
で
あ
り
、近
年
、ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
せ
る
大
容
量
タ
ン
ク
が

主
流
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

大
阪
ガ
ス
は
、1
9
9
0
年
に
泉
北
製

造
所
第
二
工
場
に
お
い
て
日
本
で
初
め
て

建
設
当
時
世
界
最
大
容
量
と
な
る
14
万

㎥
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
実
用
化
1
号
機

の
建
設
に
着
手
し
1
9
9
3
年
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
同
容
量
の
2

号
機
の
建
設
を
1
9
9
3
年
、さ
ら
に
高

強
度
の
自
己
充
填
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い

て
大
容
量
化
し
た
世
界
最
大
18
万
㎥
の

3
号
機
の
建
設
を
1
9
9
7
年
に
着
手

し
ま
し
た
。

　

1
9
9
9
年
以
降
、
ガ
ス
お
よ
び
電
気

事
業
に
関
す
る
規
制
緩
和
が
進
ん
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
た
こ
と

か
ら
、
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の
建
設
に
は
よ

り
一
層
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
運
転
開
始
ま

で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
を
図
る
た
め

工
期
短
縮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
姫
路
製
造
所
に

お
い
て
建
設
当
時
世
界
最
大
容
量
18
万

㎥
の
4
号
機
で
は
高
強
度
の
自
己
充
填

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
自
昇
式
足
場
・
型
枠
工

法
を
組
み
合
わ
せ
た
省
力
化
・
急
速
化
施

工
に
よ
り
、2
0
0
0
年
に
建
設
を
着
手
、

2
0
0
3
年
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の
設
計
安

全
率
が
合
理
的
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、こ
れ
ま
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
に
関
す
る

知
見
・
経
験
を
も
と
に
安
全
性
を
確
保
し

つ
つ
さ
ら
な
る
大
容
量
化
か
つ
、よ
り
一
層

の
工
期
短
縮
を
図
り
、
泉
北
製
造
所
第
一

工
場
に
世
界
最
大
と
な
る
23
万
㎥
の
5
号

機
の
建
設
を
2
0
1
2
年
に
開
始
し
ま

し
た
。

3.

ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法

に
よ
る
世
界
最
大
級
の
Ｐ
Ｃ

Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の
建
設

①
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
5
号
機
の
概
要

　

泉
北
製
造
所
第
一
工
場
で
建
設
中
の
Ｐ

Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽（
5
号
機
）は
、地
上
式
と

し
て
は
世
界
最
大
級
の
23
万
㎥
の
容
量
を

持
ち
、2
0
1
2
年
に
着
工
し
2
0
1
5

年
に
完
成
予
定
で
す
。
そ
の
構
造
の
概

要
を
図

－

2
に
示
し
ま
す
。
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
防
液
堤
は
外

径
90.
8
m
、
高
さ
43.
5
6
8
m
、
厚
さ

0.
8
m
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計

基
準
強
度
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
内
槽
か
ら
漏
れ

た
状
態
に
お
け
る
液
圧
に
応
じ
て
、
高
さ

方
向
に
30
、
40
、
60
N
/
2㎜
の
3
つ
の
強

度
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

②
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
に
よ
る
急
速

　

化
施
工（
写
真

－

1
）

　

今
回
、
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽（
5
号
機
）

を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
大
阪
ガ
ス
は
よ

り
一
層
の
施
工
の
合
理
化
を
目
的
と
し
て
、

防
液
堤
の
高
さ
40
m
の
区
間
の
構
築
に
ス

リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
を
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯

槽
の
工
事
と
し
て
日
本
で
初
め
て
採
用
し

ま
し
た
。
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
は
、型

枠
・
足
場
が
一
体
と
な
っ
た
装
置
を
防
液

堤
側
面
に
配
し
、ジ
ャ
ッ
キ
に
よ
り
装
置
全

体
を
上
昇
さ
せ
な
が
ら
鉄
筋
組
立
と
コ
ン

スリップフォーム工法による
PCLNGタンクの工期短縮

株式会社大林組
土木本部生産技術本部 設計第二部 副部長

阿久津 富弘
大阪ガス株式会社

エンジニアリング部 土木技術チーム 副課長

大西 俊輔

明日を築くプロジェクトの風景♯003

図−1

図−2
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ク
リ
ー
ト
打
設
を
平
行
し
て
連
続
的
に
躯

体
を
構
築
す
る
工
法
で
す
。
石
炭
サ
イ

ロ
や
煙
突
な
ど
の
縦
長
で
円
筒
状
の
構

造
物
を
構
築
す
る
方
法
と
し
て
、
多
く

の
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、

海
外
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
で
ス
リ
ッ
プ

フ
ォ
ー
ム
工
法
を
適
用
す
る
工
事
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
本
工
事
の
よ
う
に
大
容

量
・
大
口
径
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
に
適

用
す
る
の
は
世
界
で
初
め
て
の
試
み
で

す
。

　

従
来
、
泉
北
製
造
所
第
二
工
場
で
建

設
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
（
1
～
3

号
機
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
防
液
堤
の
構

築
は
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
工
法
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
防
液
堤
を
高
さ
方

向
に
約
10
段
に
分
割
し
て
施
工
し
、
高

さ
約
3
～
4
m
の
1
段
分
を
構
築
す
る

た
び
に
大
型
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
型
枠
・

足
場
を
分
割
し
て
盛
替
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
工

法
で
は
型
枠
・
足
場
の
組
立
・
解
体
が
各

段
で
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
防
液
堤
1

段
分
の
構
築
に
1
ヶ
月
を
要
し
、
高
さ

約
40
m
の
防
液
堤
の
構
築
に
は
10
か
月

前
後
の
工
期
が
必
要
で
し
た
。

　

一
方
、
泉
北
製
造
所
第
一
工
場
で
現

在
建
設
中
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
（
5
号

機
）
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
継
ぎ
が

な
く
、
型
枠
・
足
場
の
盛
替
え
が
不
要

な
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
10
か
月
前

後
必
要
で
し
た
防
液
堤
の
構
築
を
20
日

間
と
大
幅
に
工
期
を
短
縮
す
る
計
画
と

し
ま
し
た
。
大
阪
ガ
ス
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ

Ｇ
貯
槽
の
防
液
堤
に
日
本
で
初
め
て
ス

リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
を
採
用
す
る
あ

た
り
事
前
に
適
用
性
評
価
を
行
い
、
実

施
工
に
お
け
る
検
討
を
大
林
組
と
と
も

に
実
施
し
ま
し
た
。

③
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
装
置
の
概
要
と

　

防
液
堤
の
構
築
手
順

　

ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
装
置
の
断
面
図
と

イ
メ
ー
ジ
を
図

－

3
、
4
に
、
ス
リ
ッ
プ

フ
ォ
ー
ム
工
法
に
よ
る
防
液
堤
の
構
築

手
順
を
図

－

5
に
示
し
ま
す
。
ス
リ
ッ

プ
フ
ォ
ー
ム
装
置
は
、
型
枠
お
よ
び
型
枠

を
保
持
す
る
ヨ
ー
ク（
鋼
製
門
型
フ
レ
ー

ム
）、
装
置
を
上
昇
さ
せ
る
15
ト
ン
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
、
装
置
が
上
昇
す
る
た
め
の
反

力
支
持
材
と
な
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ロ
ッ
ト
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
込
み
箇
所
に
水
平

搬
送
す
る
た
め
の
レ
ー
ル
お
よ
び
搬
送

用
バ
ケ
ッ
ト（
容
量
0.
5
㎥
）
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ム
装
置
は
、
90
分
ご
と
に
15
㎝
の
上
昇
を

基
本
と
し
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
鉄
筋
・
Ｐ
Ｃ

シ
ー
ス
管
の
組
立
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
込
み
作
業
を
行
う
計
画
と
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
上

り
高
さ
は
1
層
15
㎝
と
し
、
90
分
ご
と
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
重
ね
る
計
画
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
夜
24
時
間
の
連
続

施
工
を
行
う
た
め
、
現
場
内
に
設
置
し
た

バ
ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
製
造
し
ま
し
た
。

④
実
施
工
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

　

設
計
画

　

ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
か
ら
脱
型
さ
れ
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
表
面
が
露
出
す
る
時
間
が
非
常

に
短
い
た
め
、
養
生
期
間
が
短
い
こ
と
に

よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
組
織
形
成
や
防

液
堤
と
し
て
の
耐
久
性
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
早
期
脱

型
時
の
圧
縮
強
度
の
発
現
、
強
度
や
養
生

期
間
の
違
い
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
細

孔
構
造
の
形
成
へ
の
影
響
、
経
年
劣
化
の

要
因
と
な
る
塩
分
の
浸
透
特
性
等
に
つ
い

て
、
実
際
の
配
合
や
壁
厚
を
模
擬
し
た
モ

デ
ル
供
試
体
に
よ
り
暴
露
試
験
や
耐
久

性
照
査
を
行
い
耐
久
性
に
問
題
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法

の
適
用
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
設
計

や
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
装
置
の
上
昇
速
度

は
実
際
の
施
工
性
や
耐
久
性
の
観
点
か

ら
設
定
し
ま
し
た
。
脱
型
時
に
躯
体
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
自
立
さ
せ
る
た
め
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
は
十
分
な
圧
縮
強
度
の
発

現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
塩
害
や
中

性
化
に
対
し
て
、
供
用
年
数
50
年
の
耐
久

性
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
、
実

際
の
配
合
や
壁
厚
を
模
擬
し
た
モ
デ
ル

供
試
体
に
よ
り
暴
露
試
験
や
耐
久
性
照

査
を
行
い
、
強
度
及
び
耐
久
性
の
両
方
を

満
足
で
き
る
、
打
設
後
12
時
間
で
の
脱
型

が
可
能
と
な
る
上
昇
速
度
を
決
定
し
ま

し
た
。

⑤
躯
体
の
精
度
管
理
方
法

　

従
来
工
法
で
は
、レ
ベ
ル
・
ト
ラ
ン
シ
ッ

ト
を
用
い
て
防
液
堤
の
出
来
形
、真
円
度

の
測
定
を
行
い
ま
し
た
が
、
常
に
型
枠
・

足
場
が
上
昇
す
る
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工

法
で
は
こ
の
測
定
方
法
を
用
い
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
工
法

は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
連
続
で
打
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
十
分
な
構

築
精
度
を
確
保
す
る
た
め
、
レ
ー
ザ
ー

距
離
計
等
に
よ
り
中
心
偏
位
、
水
平
性
、

真
円
度
、回
転
等
を
計
測
し
指
令
室
に
て

一
括
集
中
管
理
し
な
が
ら
、
油
圧
ジ
ャ
ッ

キ
の
稼
働
制
御
や
ス
ポ
ー
ク
ワ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
形
状
保
持
機
構
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
反
映
し
ま
し
た
。
な
お
、
写
真

－

２
に
示
す
調
整
機
構
は
ス
ポ
ー
ク
ワ
イ

ヤ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
の

張
力
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ム
装
置
全

体
の
真
円
度
を
調
整
し
、
構
築
精
度
を

確
保
す
る
装
置
で
す
。

5.

お
わ
り
に

　

本
工
事
で
は
、90
分
あ
た
り
高
さ
15
㎝
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、
昼
夜
連
続
施

工
を
行
う
こ
と
で
、
平
成
26
年
4
月
11
日

に
工
事
を
開
始
し
て
か
ら
わ
ず
か
20
日
間

で
高
さ
40
m
の
防
液
堤
の
構
築
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
写
真

－

3
）。
防

液
堤
の
構
築
期
間
全
体
と
し
て
従
来
と
比

べ
約
7 

ヶ
月
工
期
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
、

引
続
き
実
施
さ
れ
る
機
械
工
事
と
の
輻
輳

作
業
が
軽
減
さ
れ
、Ｐ
Ｃ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の

全
体
の
工
事
の
安
全
性
向
上
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　

大
阪
ガ
ス
で
は
今
後
も
積
極
的
に
新
技

術
の
開
発
・
実
用
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
の
業
界
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図−3

図−5

図−4

写真−3

写真−2　スポークワイヤー
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